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漢字に親しもう１ 第１学年までに学習した
常用漢字に加え、その他
の常用漢字のうち350字
程度から450字程度まで
の漢字を読むことができ
る。また、学年別漢字配
当表に示されている漢字
を書き、文や文章の中で
使う。

第１学年までに学習した
常用漢字に加え、その他
の常用漢字のうち350字
程度から450字程度まで
の漢字を読んでいる。ま
た、学年別漢字配当表に
示されている漢字を書
き、文や文章の中で使っ
ている。

学習課題に沿って、積極
的に漢字を読んだり書い
たりしようとしている。

魅力的な提案をしよう 言葉には、相手の行動を
促す働きがあることに気
づく。
資料や機器を用いるなど
して、自分の考えがわか
りやすく伝わるように表現
を工夫する。
言葉がもつ価値を認識す
るとともに、読書を生活に
役立て、我が国の言語文
化を大切にして、思いや
考えを伝え合おうとする。

言葉には、相手の行動を
促す働きがあることに気
づいている。

話すこと・聞くこと」におい
て、自分の立場や考えが
明確になるように、根拠
の適切さや論理の展開な
どに注意して、話の構成
を工夫している。

自分の考えがわかりやす
く伝わるように粘り強く表
現を工夫し、学習の見通
しをもってプレゼンテー
ションをしようとしている。

古典の文章に読み慣れ
る。
古人の物の見方や考え
方に対して、自分なりの
考え方をもつ。
言葉の意味を正確に捉え
ながら読み、作者の思い
を想像する。

現代語訳や語注などを手
掛かりに作品を読むこと
を通して、文章にあらわ
れたものの見方や考え方
を理解している。

読むことにおいて、古典
の文章を読んで理解した
ことや考えたことを自らの
経験や知識と結び付け自
分の考えを広げたり深め
たりしている。

古典の随筆を読み、理解
したことや考えたことを進
んで朗読したり、文章化し
たり、説明しようとしてい
る。

文法　名詞 名詞や代名詞の概念を
理解する。
名詞や代名詞の文節に
おける役割を理解する。
名詞や代名詞の種類の
違いや性質を理解する。

名詞が様々な文節を作り
上げる単語であることを
理解している。
名詞の種類の違いを理
解し、見分けて区分する
ことができる。
人称代名詞の使い分け
について理解できる。
指示代名詞の使い分け
について理解できる。

体言(名詞・代名詞)につ
いて理解し、学習課題に
沿って文章を読んだり、
書いたりするときの活か
し方を考え、進んで実践
しようとしている。

国語 ２学年
単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）

単元のまとまりの評価規準
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

見えないだけ 語句について理解し、話
や文章の中で使うことを
通して、語感を磨き語彙
を豊かにする。
言葉がもつ価値を認識す
るとともに、読書を生活に
役立て、我が国の言語文
化を大切にして、思いや
考えを伝え合おうとする。

語句について理解し、話
や文章の中で使うことを
通して、語感を磨き語彙
を豊かにしている。

進んで語感を磨き、今ま
での学習を生かして朗読
しようとしている。

アイスプラネット 文学的な表現を通じて語
感を磨き、語彙を豊かに
する。
登場人物の設定の仕方
や言動の意味を考え、作
品を解釈する。
登場人物の気持ちの変
化を捉え、表現の効果を
考える。

抽象的な概念を表す語句
を習得し、話や文章の中
で使うことを通して、語感
を磨き語彙を豊かにして
いる。

読むことにおいて文章全
体と部分との関係に注意
しながら、登場人物の設
定の仕方などを捉えてい
る。
読むことにおいて、登場
人物の言動の意味などに
ついて考え、物語の内容
を解釈している。

進んで登場人物の設定
の仕方について考え、学
習課題に沿って理解した
ことを説明しようとしてい
る。

枕草子
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青年の主張 多様な物の考え方のある
問題について根拠を元に
推論して考える。
自らの考えの理由付けを
示して意見文を書く。

意見と根拠、具体と抽象
など、情報と情報の関係
について理解している。

積極的に意見と根拠、具
体と抽象など情報の関係
について理解し、学習の
見通しをもって意見を述
べる文章を書こうとしてい
る。

随筆を読み、言葉の背後
に含まれている様々なも
のの存在に気づき、、日
常の生活の中で、言葉の
重要性を意識して活用す
る姿勢を身に付ける。

書くことにおいて根拠の
適切さを考え、説明や具
体例を加えるなど、自分
の主張が伝わりやすい文
章になるように工夫して
いる。

本や文章などには様々な
立場や考え方が書かれて
いることを知り、自分の考
えを広げたり深めたりす
る読書に活かしている。

読むことにおいて、文章を
読んで理解したことや考
えたことを知識や経験と
結び付け、自分の考えを
広げたり深めたりしてい
る。

文章を読んで理解したこ
とや考えたことを進んで
知識や経験と結び付け、
今までの学習を活かして
考えたことを伝えようとし
ている。

動詞に関して進んで学
び、日常の生活の話した
り書いたりする場面で正
しい動詞の使い方をする
よう意識している。

デジタル市民として生きる 言葉がもつ価値を認識す
るとともに、読書を生活に
役立て、我が国の言語文
化を大切にして、思いや
考えを伝え合う。

意見と根拠、具体と抽象
など情報と情報との関係
について理解している。

「読むこと」において、目
的に応じて複数の情報を
整理しながら適切な情報
を得て、内容を解釈して
いる。

複数の情報を進んで整理
しながら適切に読み取
り、学習課題に沿って目
的や状況に応じた情報収
集のしかたについて考え
をまとめようとしている。

翻訳作品を読み比べよう 本や文章などには、さま
ざまな立場や考え方が書
かれていることを知り、自
分の考えを広げたり深め
たりする読書に生かす。

本や文章などには、さま
ざまな立場や考え方が書
かれていることを知り、自
分の考えを広げたり深め
たりする読書に生かして
いる。

「読むこと」において、観
点を明確にして文章を比
較するなどし、文章の構
成や表現の効果について
考えている。

表現の効果について進ん
で考え、学習課題に沿っ
て二つの翻訳を比べて感
じたことを発表しようとし
ている。

ヒューマノイド 登場人物の言動に留意
し、作品のもつテーマを
理解する。
作品を読んで考えたこと
や意見を的確に文章で表
現する。

話や文章の構成や展開
について理解を深めてい
る。

読むことにおいて登場人
物の言動の意味などにつ
いて考えて内容を解釈し
ている。

登場人物の言動の意味
について粘り強く考え、今
までの学習を活かして自
らの作品の印象や感想を
文章にしようとしている。

文法　動詞 用言の一つである動詞の
概念を理解する。
動詞の活用について理解
し、その種類の違いを見
極めることができる。
動詞の種類について見分
けることができる。

動詞の活用の仕組みと活
用形について理解してい
る。
動詞の５種類の活用につ
いて理解し、見分けること
ができる。
動詞の音便について理解
している。
自動詞と他動詞の違いや
補助動詞について理解し
ている。

クマゼミ増加の要因を探
る

短歌に親しむ 短歌に関する基礎的な知
識を学ぶ。
短歌の中に使用される技
法の知識とその効果を学
ぶ。
短歌の中に使われた言
葉の意味を考え、作者の
心情を理解する。
学んだ知識を活かし短歌
を創作する。

短歌の基礎知識や技法
について理解している。
抽象的な概念を表す語句
の量を増やすとともに話
や文章の中で使うことを
通して、語感を磨き、語彙
を豊かにしている。

読むことにおいて、観点を
明確にして短歌を比較す
るなどし、表現の効果に
ついて考えている。
読むことにおいて短歌を
読んで理解したことや考
えたことを知識や経験と
結び付けて感想を書いて
いる。
書くことにおいて、自分の
考えが伝わる短歌になる
ように工夫している。

表現の効果について進ん
で考え、学習の見通しを
もって短歌を創作しようと
している。

言葉の力

説明的な文章の読み方を
確認する。
意見と事実、具体例の違
いを意識しながら文章の
組み立てを理解しながら
筆者の意見を捉える力を
身に付ける。
文章とグラフや図表を関
連付けて理解する能力を
身に付ける。

情報と情報の関係の様々
な表し方を理解し文章構
成を図式化し整理でき
る。

文章全体と部分との関係
に注意しながら主張と例
示との関係を捉えてい
る。
文章と図表などを結び付
け、その関係を踏まえて
内容を解釈している。

積極的に文章と図表など
を結び付けて内容を解釈
し、学習の見通しを持って
考えをまとめている。



令和８年度　評価規準

2

3

5

1

2

4

6

仁和寺にある法師 古典の文章に読み慣れ
る。
古人の物の見方や考え
方に対して、自分なりの
考え方をもつ。
言葉の意味を正確に捉え
ながら読み、作者の思い
を想像する。

作品の特徴を活かして朗
読するなどして古典の世
界に親しんでいる。
現代語や語注などを手掛
かりに作品を読むことを
通して、古典に表れたも
のの見方や考え方を知っ
ている。

読むことにおいて、文章を
読んで理解したことや考
えたことを知識や経験と
結び付け、自分の考えを
広げたり深めたりしてい
る。
書くことにおいて伝えたい
ことが分かりやすく伝わる
ように、段落相互の関係
などを明確にし、文章の
構成や展開を工夫してい
る。

積極的に知識や経験と結
び付けて考えを広げたり
深めたりし、学習の見通
しをもって登場人物につ
いて論じる文章を書こうと
している。

言葉２　敬語 敬語の働きについて理解
し、話や文章の中で使用
する。
言葉がもつ価値を認識す
るとともに、読書を生活に
役立て、我が国の言語文
化を大切にして、思いや
考えを伝え合おうとする。

敬語の働きについて理解
し、話や文章の中で使っ
ている。

今までの学習を生かし
て、積極的に敬語の働き
について理解しようとして
いる。

扇の的 古典を読み、当時の物の
考え方を捉える。
古典の技法について確認
する。
登場人物の心情とその変
化を文章に即して捉え
る。

作品の特徴を活かして朗
読するなどして古典の世
界に親しんでいる。
現代語訳や語注などを手
掛かりに作品を読むこと
を通して古典に表れた物
の見方や考え方を知って
いる。

読むことにおいて、登場
人物の言動の意味などに
ついて考えて、内容を解
釈している。

登場人物の言動の意味
について進んで考え、学
習課題に沿って考えたこ
とを伝えようとしている。

平家物語　祇園精舎 平家物語に関する文学史
的な知識を身に付ける。
平家物語の文体を意識し
て冒頭部分を暗唱する。

平家物語に関して成立年
代や文章の種類、伝わり
方の特徴、背景となる思
想などの知識を身に付け
る。

平家物語の文体を意識し
ながら冒頭部分を暗唱す
る。

平家物語の冒頭部分を
進んで練習し暗唱するこ
とができている。

青年の主張　スピーチ 自らが選んでテーマに対
する意見を、相手に伝わ
りやすい効果的な文章を
作成する。
自らの意見を聴き手に納
得させるため効果的にス
ピーチをする力を身に付
ける。
他者の意見を聞き、基準
に従って的確に評価をす
る能力を身に付ける。

基準に沿ってスピーチの
内容を判断し、評価でき
る能力をもっている。

自らの意見を根拠をもっ
て相手に伝わりやすい文
章を作り上げることができ
る。
自らの主張を効果的にス
ピーチすることができる。

多様な問題に対する自ら
の意見をしっかりと示すこ
とができる。
文章を工夫して自らの意
見が理解されるように努
力している。
説得力のあるスピーチに
するために進んで工夫を
し実践している。

モアイは語る　地球の未
来

説明的な文章の読み方を
学ぶ。
文章の構成や論の展開
の仕方に着目して筆者の
主張を捉える。
読み取った文章の内容か
ら現代社会の課題につい
て自らの意見をもつ。

意見と根拠、具体と抽象
など情報と情報の関係に
ついて理解している。

読むことにおいて文章の
構成や論理の展開につ
いて考えている。
読むことにおいて、文章を
読んで理解したことや考
えたことを知識や経験と
結び付け、自分の考えを
広げたり深めたりしてい
る。

論理の展開について粘り
強く吟味し、学習の見通し
をもって筆者の主張に対
する自分の意見を文章に
まとめ発表しようとしてい
る。

字のない葉書 随筆を読み、筆者の物の
捉え方、感じ方を理解す
る。
登場人物の人間像につ
いて多面的に考え、理解
する。

本や文章などには様々な
立場や考え方が書かれて
いることを知り、自分の考
えを広げたり深めたりす
る。

読むことにおいて、観点を
明確にして文章を比較す
るなどし、文章の構成や
効果について考えてい
る。

文章の構成や表現の効
果について読んで考え、
今までの学習を活かして
考えたことを伝えようとし
ている。
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具体と抽象 意見と根拠、具体と抽象
など情報と情報との関係
について理解する。
言葉がもつ価値を認識す
るとともに、読書を生活に
役立て、我が国の言語文
化を大切にして、思いや
考えを伝え合おうとする。

意見と根拠、具体と抽象
など情報と情報との関係
について理解している。

学習課題に沿って、積極
的に具体と抽象の関係に
ついて理解しようとしてい
る。

立場を尊重して話し合お
う

意見と根拠、具体と抽象
など情報と情報との関係
について理解する。
互いの立場や考えを尊重
しながら話し合い、結論を
導くために考えをまとめる

意見と根拠、具体と抽象
など情報と情報との関係
について理解している。

「話すこと・聞くこと」にお
いて、互いの立場や考え
を尊重しながら話し合い、
結論を導くために考えを
まとめている。

進んで互いの立場や考え
を尊重し、学習の見通し
をもって討論しようとして
いる。

文法　形容詞・形容動詞 用言の一つである形容詞
と形容動詞の概念を学
ぶ。
形容詞および形容動詞の
活用について理解する。
他の品詞との見分け方を
身に付ける。

形容詞および形容動詞の
活用について理解し、正
しく活用できる。
形容詞について音便と形
式形容詞について理解し
ている。
同じ形になる形容詞、形
容動詞の活用形を他の
品詞と見分けることがで
きる。

積極的に形容詞および形
容動詞の活用や用法に
ついて理解を深め見通し
をもって学習に取り組ん
でいる。

君は「最後の晩餐」を知っ
ているか

説明文の読み方を学ぶ。
文章の構成や論の進め
方に注意しながら筆者の
意見を明確にとらえる。

二つの文章を比較し、そ
れぞれの特徴や共通点、
相違点を表として整理し
ている。

文章の構成や表現の特
徴について二つの文章を
比較し、発見したことを発
表できる。
二つの文章を比較したり
書き方の特徴を捉えたり
することで筆者が文章を
書いた意図や目的につい
ての自分の考えを深めて
いる。

進んで観点を明確にして
文章を比較し、学習の見
通しを持って考えたことを
文章にまとめようとしてい
る。

漢詩・漢文の復習 漢文の基本的な知識につ
いて確認する。
白文・訓読文・書き下し文
の違いや返り点、置き
字、返読文字、再読文字
などについて確認する。

白文・訓読文・書下し文の
違いや返り点、置き字、
返読文字、再読文字など
について理解している。

漢文の基本的な知識を進
んで確認しようとしてい
る。

漢詩の風景 漢詩の種類や基本的なき
まりについて確認する。
詩に表現された作者の思
いを読み取る。
漢詩独特の表現方法を
理解する。

漢文特有の言葉遣いや
調子を意識して朗読し、
漢詩の世界に親しんでい
る。
解説の文章を手掛かりに
して作者の思いを想像
し、古人の物の見方考え
方について自らの考えを
深めている。

読むことにおいて観点を
明確にして漢詩を比較す
るなどし、漢詩の構成や
表現の効果について考え
ている。

進んで漢詩の構成や表
現の効果を考え、今まで
の学習を活かしながら朗
読しようとしている。
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漢字に親しもう3 第１学年までに学習した
常用漢字に加え、その他
の常用漢字のうち350字
程度から450字程度まで
の漢字を読むことができ
る。また、学年別漢字配
当表に示されている漢字
を書き、文や文章の中で
使うことができる。

第１学年までに学習した
常用漢字に加え、その他
の常用漢字のうち350字
程度から450字程度まで
の漢字を読んでいる。ま
た、学年別漢字配当表に
示されている漢字を書
き、文や文章の中で使っ
ている。

学習課題に沿って、積極
的に漢字を読んだり書い
たりしようとしている。

話し言葉と書き言葉 話し言葉と書き言葉の特
徴について理解する。

話し言葉と書き言葉の特
徴について理解してい
る。

今までの学習を生かし
て、積極的に話し言葉と
書き言葉の特徴について
理解しようとしている。

文法　接続詞 接続詞の概念を理解す
る。
接続詞の種類を理解し文
書の読解に役立てる。

接続詞の種類と性質を理
解し、文章を読んだり書
いたりする際に有効に活
用できる。

接続詞について理解し、
学習課題に沿って文章を
読んで理解し、書いたり
するときの活かし方を考
え、進んで実践しようとし
ている。

走れメロス 文章に沿って登場人物の
人間像や状況の設定、心
情の変化について捉え
る。
登場人物や語り手の物の
味方考え方について理解
し、自分の考えを深める。
抽象的な概念を示す語句
の量を増やし、自らの表
現に役立てる。

抽象的な概念を示す語句
の量を増やすとともに、類
義語と対義語、同音異義
語や多義的な意味を表す
語句などについて理解
し、話や文章の中で使う
ことを通して語感を磨き、
語彙を豊かにしている。
文章中に出てくる表現技
法を理解し、その効果を
理解している。

読むことにおいて、登場
人物の言動の意味などに
ついて考えて、内容を解
釈している。
読むことにおいて、文章を
読んで理解したことや考
えたことを知識や経験と
結び付け、自分の考えを
広げたり深めたりしてい
る。
書くことにおいて根拠の
適切さを考えて説明や具
体例を加えたり表現の効
果を考えて描写したりす
るなど、自分の考えが伝
わる文章になるように工
夫している。

登場人物の言動の意味
などについて粘り強く考
え、学習の見通しを持っ
て作品の魅力を文章にま
とめようとしている。

描写を工夫して書こう 抽象的な概念を表す語句
の量を増すとともに、話や
文章の中で使うことを通し
て、語感を磨き語彙を豊
かにする。
表現の工夫とその効果な
どについて、読み手から
の助言などを踏まえ、自
分の文章のよい点や改
善点を見いだす。

これまでに読んだ物語や
小説の表現を参考にして
場面の様子や人物の心
情を表す表現を使って書
いている。

読み手が場面の様子や
人物の心情を具体的に
想像できるように表現の
効果を考えながら描写を
工夫している。
書くことにおいて表現の
工夫とその効果などにつ
いて助言などをふまえ、
自分の文章の良い点や
改善点を伝えあってい
る。

粘り強く描写を工夫し、学
習の見通しを持って物語
を創作しようとしている。

漢字に親しもう２ 第１学年までに学習した
常用漢字に加え、その他
の常用漢字のうち350字
程度から450字程度まで
の漢字を読むことができ
る。また、学年別漢字配
当表に示されている漢字
を書き、文や文章の中で
使うことができる。

第１学年までに学習した
常用漢字に加え、その他
の常用漢字のうち350字
程度から450字程度まで
の漢字を読んでいる。ま
た、学年別漢字配当表に
示されている漢字を書
き、文や文章の中で使っ
ている。

学習課題に沿って、積極
的に漢字を読んだり書い
たりしようとしている。
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文法　連体詞・副詞・感動
詞

連体詞や副詞、感動詞の
概念を理解する。
連体詞を他の品詞と見分
ける。
副詞の種類の違いや性
質を理解する。
感動詞の種類や性質に
ついて理解する。

連体詞や副詞が修飾語と
なる単語であることを理
解している。
連体詞を他の品詞と見分
けられる。
副詞の種類と特徴につい
て理解している。
感動詞の種類や性質に
ついて理解している。

連体詞や副詞、感動詞に
ついて理解し、学習課題
に沿って文章を読んだ
り、書いたりするときの活
かし方を考え、豊かな表
現となるように進んで実
践しようとしている。

鍵 詩歌を読み、引用して解
説したり、考えたことなど
を伝え合ったりする。

抽象的な概念を表す語句
の量を増すとともに、話や
文章の中で使うことを通し
て、語感を磨き語彙を豊
かにしている。

「読むこと」において、詩を
読んで理解したことや考
えたことを知識や経験と
結び付け、自分の考えを
広げたり深めたりしてい
る。

詩を読んで理解したこと
や考えたことを進んで知
識や経験と結び付け、学
習課題に沿って作者のも
のの見方について話し合
おうとしている。

文法　助動詞 助動詞の概念を理解す
る。
助動詞の種類の違いや
用法、性質について理解
する。
助動詞の活用の仕方に
ついて理解する。
助動詞と同じ形をした他
の品詞との見分け方を身
に付ける。

助動詞の活用について理
解している。
助動詞の種類の違いを
理解するとともに場面に
応じた意味の違いを見分
けて理解することができ
る。
助動詞と同じ形をした他
の品詞との見分け方を理
解している。

助動詞について理解し、
学習課題に沿って文章を
読んだり、書いたりすると
きの活かし方を考え、進
んで実践しようとしてい
る。

文法　助詞 助詞の概念を理解する。
助詞の種類の違いや性
質を理解する。

助詞の種類の違いについ
て理解している。
文章内における形の同じ
種類の助詞の違いを理
解し、見分けることができ
る。

助詞について理解し、学
習課題に沿って文章を読
んだり、書いたりするとき
の活かし方を考え、進ん
で実践しようとしている。

国語の学びを振り返ろう それぞれの立場から考え
を伝えるなどして、議論や
討論をする。
多様な考えができる事柄
について意見を述べるな
ど、自分の考えを書く。

意見と根拠、具体と抽象
など情報と情報との関係
について理解している。

「話すこと・聞くこと」にお
いて、互いの立場や考え
を尊重しながら話し合い、
結論を導くために考えを
まとめている。

粘り強く国語を学ぶ意義
を考え、今までの学習を
生かしてコピーにまとめて
クラスで交流しようとして
いる。

漢字に親しもう４ 第１学年までに学習した
常用漢字に加え、その他
の常用漢字のうち350字
程度から450字程度まで
の漢字を読むことができ
る。また、学年別漢字配
当表に示されている漢字
を書き、文や文章の中で
使うことができる。

第１学年までに学習した
常用漢字に加え、その他
の常用漢字のうち350字
程度から450字程度まで
の漢字を読んでいる。ま
た、学年別漢字配当表に
示されている漢字を書
き、文や文章の中で使っ
ている。

学習課題に沿って、積極
的に漢字を読んだり書い
たりしようとしている。


